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愛媛県の地員
第4版2胴分の1地質図説明書
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愛嬢県地質図は，昭和32年，愛媛県林務課からの伽要求と御指導のお陰で，初めて本梧

的なものが刊行されました。この時禍著者である永井浩三先生が,｢地質図は010年たてば

一変すると言われる樫鯛盗研究がどんどん進歩している。しかし県下の地質については分

からない問題が多いのでこの地質図を基礎にして更に研究を総けたい｡｣と当時の愛嬢新l淵

紙上で服っておらｲLます。

その後，昭柧42年版,1980平版と改師出版を続けてきましたが，いずれの時も愛蝦県庁

から各彼の伽維擬をmきました。

これらのうち，1980年版は，内容外観とも他に例を見ない出来栄で〃》った為，、各方面か

ら，概別の御好鮮を破きました。

この為、当社の地髄図出版も，もうこれで終了であると思っておりましたところが，愛

姻県は，面積も広く地質6多禄で似雑であ')，地すべり，土石流，地盤沈下など災害も多

く，地域開発など広範な分野の計画立案，敏育等に船ける基礎資料として，貴重な役翻を

果たしており．そげ〕磯新たな地質資料が，蓄績されてきた班等から、各方面からの郷販の

御製鯉が多くなりましたので，此の皮改嗣版を刊行.『る事になI)ました。

IIII述の通り，過去三度にわたる愛鍾県地質図の出版の時も，又，此の度の改訂出版に当

っても，愛嬢照庁から色々と御敢示や励ましを、きました。

こんな立派な，彼世に磯る様な地質図を『トモエヤ」の名で出版出来るという班は、本

当に光栄であり，縄蕊に大変な御苦労をお掛けした鮒先生を始め，l闘係各位{1厚〈御礼申

し上げます。
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第4章

三波川帯・みかぶ(御荷鉾)帯

本火山岩類については，すでに，領家循に分

布するものは興暦腿層群や商浜層群などとし

て,三波川帝のものは石鎚府群として脱明した．

ばb施紋岩質松願岩，ざくろ石隠罫母塊紋岩，

石英安山岩b古銅鰯石安山岩，鼠岐岩を姑めと

して．多量の角閃石安山職少量の粗孤岩質安

山岩，アルカリかんらん石玄践岩などの組み合

殺からなる緊蘇卸石質岩系に属するものであ

る．

愛媛県においては，瀬戸内火山岩顕は，主と

して松山市悶辺の領家･三波川両帝に分布する．

また，中央栂遼線に沿って，あるいは断層に貫

入して，川之江市川滝町傭盆南方から西の双海

町上激まで断絃的に分布している｡分布北限は，

山口隈柳井市から今治市を箱ぶ付近で，南限に

分布するものとしては鹿島(l973)によって，

秩父累帯の名野川衝上のすぐ北〈上浮穴邸柳谷

村大成)において幅90~2釦函の変質安山岩岩疏

が綴告されている．

松山市西方の伊予認に浮かぶ温泉郡中島町由

利島には，高浜屠群に対比される両卸石角閃石

安山岩や斜方簿石安山岩，火砕岩類が分布して

いる（鹿島ほか，1983)．

瀬戸内火山岩類の火成活動の時代は．轟本ほ

か(1鯖6.1958)や笠間ほか(1957).堀越(1972）

などにより．中新世後期（第1瀬戸内期）と鮮

新世(第1・第2中間期)．鮮新一更新世(第2

瀬戸内期）の3期が職別されていた．しかし，

本岩類のKPAr年代測定をおこなった輯ほか

(197"8a,b)は中期中新侭のみの活動とした．

5中央栂造綴に伴う火山岩類
赤紫色～撞鰍色租粒塊状で凝灰角麗質の部分や

枕状熔岩(ピローラバー)の部分も観察される．

南部のものは再び片理や節理が発違するように

なるが、それらの発逮密度は北部のものに比べ

て小さい．大洲市冨士山などでは，玄氏岩顕を

砕屑物とする砂岩起源の漁色岩も観察される。

三波川帝は，群賜県多野郎鬼石町を魔れる神

鰹川（利根川の支獅に注ぐ小河川とその漉域

の地名『三波川」に由来している．三波川帯は

関東山地にはじまり，中部地方の天竜川地域か

ら，紀伊半島，四国を隆て九州の佐賀関半風塵

での延長約800粒におよぶ主として結晶片岩頚

の分布する地帯である．本帯の北限は中央網遮

線によって断たれ、南隈はみかぶ織色岩類の分

布北限をもって一応の境界とする。

三域川帝には、高鰹低圧型の領家変成岩頚と

対をなす低温商圧型の変成岩である三波川蜜成

岩類が広く分布し，これに一見貫入するような

形で東赤石山を中心に超塩藷住岩類斌また変

成岩額を不整合に覆って中・上部飴新統久万層

群力‘さらにこれらを不整合に，あるいは貫入

関係で中郎中新鏡石錫層群が分布する。

みかぷ(御禰鉾)帝の名称は．群陽県多野邸鬼

石町の西方にそびえる御荷鉾（みかほ）山に由

来するもので0はじめ,Koto(1888)が御荷鉾

系として使用した．みかぷ帝には主として変斑

れい岩や玄武岩とそれらの火砕岩からなる裡合

岩体が分布し,みかぶ織色岩顕と呼ばれている．

本県においては美川村，小田町，神南山（大久

喜),富士山,八幡浜市へとほほ東西に彫綱しつ

つ分布する．八幡浜市の南方では断恩によって

秩父累帯と接するが,それ以東の愛娘県内では，

みかぷ帯と秩父累帯の地層は整合一連で，これ

らがさらに三波川帯に連続しているようにみえ

る．すなわち，みかぷ栂遼級なるものは本県に

は存在しない．なお．三波川喪成作用はみかぶ

帯にも及んでいる．

みかぷ帝の岩石の特徴としては，北部に分布

する職色岩類は淡鰍色～織色を呈し，片理や節

理が顕著に発達する。中部に分布するものは，

中央鯛遼線に沿う地帯には．双海町明神山付

近や丹鳳町土谷のように鰯雲母安山岩が貫入し

ている鴇合と，地質図には表現されていない樋

10散メートル以下の蝉石安山岩(川内町上音田，

丹原町渦谷口など)やフィロナイト橡安山岩(砥

部町岩谷口).さぬ色岩質安山岩(川内町河之内）

が中央綱遺繍に沿って貫入している（堀越．

1964)｡宇摩都土居町や新居浜市付近では，漣紋

岩質安山岩が中央編遼級に沿って貫入してい

る。これらの火山岩類は．石鎚層群のメンバー

である．

田崎ほか（19卯〉は，中央輔造緑の桜樹屈曲

部から西条市南部に貫入する3ケ所の輝石安山

岩のK･Ar年代を溺定した．その結果．15.3t

0.4Ma(川内町上音田)．21.0r1.2Ma(丹原町

場谷口)，15.4士0.4Ma(西条市上の隈南方）と

いう年代が得られた．丹原町渦谷口で21Maと

いう年代がもとまっている城この致値の窓味

することについては現在検肘中である．

（商鶴治郎）

1三波川変成岩頚

三波川変成岩顕は，三波川総晶片岩類とも呼

ばれ，緑色〈塩謹住>片岩，凧色(泥質>片岩b

珪質（石英）片岩b砂質片岩および石灰質片岩

や畷質片岩よりなる。これらの岩石には．著し

い片理が発達しており,豚〈板状に翻れやすい。

この板状に創れやすいという性質を利用して．

宇摩部別子山村ではr青鉄平石』として録色片

岩を採掘している．一方，こうした片理や変形

時の破断などにより三波川帝は地すべり多発地

衞となっている.縁色片岩は坦遜住〈玄武岩質）

火山砕澗物（凝灰岩や熔岩）が低温高圧下で変

成したもので，職泥石・角閃石・畷れん石・璽

閃石を主成分とする。織泥石は楓緑色を，緑れ

ん石は淡緑色を呈することから職別は容易であ

る。泥岩や珪岩(チャート)．砂岩，磁岩．石灰

岩の変成（低温高圧型）したものがそれぞれ胤

色(泥質)片岩，麹質(石英)片岩，砂質片岩，

麗質片岩および石灰質片岩と呼ばれ，粒腫や色

飼によって区別することができる．

最近，塩藷住片岩の漣岩姐繊力群細に研究さ

れ，枕状熔岩，ピロープレッチャー‘ハイアロ

クラスタイトなどが磯別されている(丸山ほか，

1976，桑原，1986)。

三波III喪成岩類は，低温高圧の粂件下で変成
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高頒,1988;Ta"",1989)｡

これらの超塩篭性岩休の岩石学的,肱物学的
研究は,石侭ほか(1979).大貫ほか(1979｡1980),

椚座（1984）などがある．

浜市日土町などでは，本岩からコノドント化石

が竃出している（須鮒ほか，1980,1981)。

f角閃魁（一甑は片麻岩》(Amn)

租拉～細毯の普通角閃石からなる角閃石岩

や．灰れん石白色霊母などと綱松をなす片麻

状角閃岩．また砿赤色のざくろ石を点紋状に伴

うものなどがある．別子一眼赤石山地域の五良

津岩体と東平岩体,八幡浜市南方(真穴栂造補）

の川舞岩体などである．

川舞岩体については､貫入岩体(平山･神戸，

1956),みかぷ総色岩類のみかけ上上位に位砥す

る岩体(鹿島･常盤井．1972)，栂造運動に伴う

地塊状の上昇岩体(石奉1973),根濡し岩体(鹿

野,l982MS)、みかぷ縄色岩頬(Mu"ta.1982)

など極々の見解が示されていたが．鹿島・高機

（1983）は，南予用水農黛水利事案による匪道

の坑内地質関壷桔采から,『決定的な糖鰭が得ら

れたわけではないが．少なくとも、その北織は

碑衝鉾織色岩頚と断悶関係にあり，その南側の

接触部は緑色岩類と飼和的であること，地表で

は－つの岩体とされていたものの他にいくつか

の小岩体の存在すること」を報告した。

g超坦塞蛙壁塑

〈かんらん岩・蛇紋岩・輝石燭)(o)

かんらん岩は噸織色～灰緑色，敏密質塊状の

ダンかんらん岩～ウェールライトで．東旅石山

岩体を最大規模とし，八幡浜市南方にも大小の

岩体がある．県下のそのほかの岩体はほとんど

蛇紋砦化し,軟弱､片状,蹄臓色～灰緑色細粒，

關惑のある岩石である．一郎には，普通輝石か

らなる蝉石岩もある。

世界的に有名な用状含鯛磁化鉄紘床（キースラ

ーガー）を胚胎し，別子、白滝．佐々述などで

活発に椋行されて色た城現在すべての鉱山が

休山となっている．

層序

四国中央部の三彼川変成岩顕の層序は，小島

（1951.1958>･秀ほか(1956),小島ほか(1956〉

によって，次のように区分された．

したもので‘高臘低圧下で変成した領家変成岩

類と対をなすものである(秘城,1965)｡高圧条

件は，過去のプレート収束帝でサブダクトする

ことによって生じたものと奪えられている．す

なわち，本喪成岩類は，ジュラ紀付加帝の変成

相であり、地下深部において高圧型変成作用を

受けたものである(Taira,1985)｡

なお，本変成岩顕中には，別子式肱床として

2みかぶ（御荷鉾）録色岩類

a変斑れい岩(Gb)

晒職色～黄織色完晶質等粒，粒状組織を示す

塊状岩‘自形の斜長石（織れん石や灰れん石に

変質して白濁したいわゆるソーシュライト）と

その間をうずめる単斜卸石（録泥石や透緑閃石

に蜜質して鰍色化）とからなる．三波川帝の低

変成度のところにも類似のものが分布する．

b片状玄武燭質凝灰岩～玄武岩(mG)

いわゆるみかぷ鰍色岩類を代衰する坦蕃性岩

である．縫灰岩は織色～赤紫色で細粒片状を示

し，石灰質部分も醒められる.･玄武岩は職色～
赤紫色を呈し、細粒で片状ないし塊状の岩石で

ある．一部，枕状梼遼のみられるものもある。

玄武署は，より柤粒の卸緑岩に移化する。

c珪貿千枚岩(mQ)

全体として堅硬であるが，数画の単位で泥質

～硬灰質の薄層をはさみ，千枚状をなす。一部

には,無層理で塊状のものや,網状に石英脈(い

わゆる分総石英）を伴うものもある．

。緑色千枚岩(mBa)

淡織色～鰻緑色であるが，しばじば紫色の部

分を伴う．剥鯉性が強く、また微細曲卿途も著

しい。源岩は普通輝石玄武鴬，玄武岩質凝灰岩
などである．

e鳳色千枚鎧(mB)

泥質岩を漣岩とする胤色～暗灰色を呈する岩

石である。剥魁しやすく微細曲が発達し，風化

すると黄禍色～白色となる。石英脈に海む部分

もある。他の千枚岩類とともにみかぷ帝に広く

分布する．

E蝋吉野川閣群

W勝…，大歩危層1500m+･･･砂質片岩を主とし,砿質片岩を介在する

主として胤色片岩からなり，曹長石の斑状変晶

（いわゆる点紋）を有する．胤色片岩の一部は

砂質漣である．片理や微細曲がよく発達してお

り，軟弱な岩壁であることが多い．

c珪質片岩《石英片岩)(sQ)

大筋分が石英からなり．霊母、ざくろ石．紅

れん石なども含まれる．竪硬であるがしばしば

倒睡性を有する．白色～灰白色のものとあざや

かな赤色～紫赤色のものがあり，後者は紅れん

石の名称で知られている．大洲市以西から佐田

岬半島にかけて分布する略瀕色の岩石は．赤鉄

（砿）石英片岩である．

d砂質片岩(sS)

石英，例長石，紺霊母を主とし灰色～灰白色

で片理の発逮は鯛〈塊松に近い。三波川蛮成岩

類のみかけの下位層である小歩危層はおもにこ

の砂質片岩からな0)，県下では伊予三島市南方

から宇摩稲新富村にかけて広く分布している。

⑥石灰質片岩（鏑晶質石灰蟹)(Lss)

方解石の集合からなり，灰白色細粒総品質で

ある｡紬状～片状を呈し，しばしば剥懲性があ

って板状に割れやすい．三波川篭の南緑部に分

布しo西宇和郡三崎町名取のものは臓色片岩の

レンズ～卿眉を挟んでいる．小田町大平や八柚

これらの鬮序は．彼述するようにナップ群に

よって形成された地質体の積み、なりであっ

て、下位から上位へという地積噸序を示すもの

ではない．

地質図には．ナップ群を図示しておらず、次

のような岩相区分で示した．

a緑色片鐙（塩基性片鐙)(BG)

緑色片岩に含まれる緑色肱物は．変成度の低

い方から高い方へ，パンペリー石，鰍泥石，緑

れん石0角閃石へと変化する。そのほか斜長石，

鍋霊母0胤裂母，鉄ばんざ《ろ石‘炭酸垣砿物

などを伴う．片理はよく発遮し､微翻曲や柱状

鮫物の配列による線檎遮も観察される．枕状熔

岩や'､イアロクラスタイトなどが観察される部

分もある。三縄層主部層は主としてこの織色片

岩から栂成きれており，愛娘鼎東部では智長石

の斑状変品を含むいわゆる点紋葡となってい

る。

b鼠色片岩（泥貿，－甑砂賀片掛)(8B)

烈色片岩は一般に鳳色～灰凧色～灰白色で，

おもに石英と絹霊母（白雲母）からなり．刷離

性がいちぢるし〈，線檎遼もよく発遮する．灰

白色のものは砂質片岩に漸移する．三波川蜜成

岩類のみかけ上最上部の大生院鬮（甑郷脳）は

別子一束赤石山地域には上述した角閃岩やか

んらん岩の岩体が分布するが，これらは鬮状斑

れい岩岩体がグラニュライト相の変成作朋を受

けたり，ざくろ石レールゾライト相～スピネル

レールゾライト相で沈横岩として形成された

後、エクロジャイト相～グラニュライト相の変

成作用を受けて形成されたテクトニック・ブロ

ック岩体と考えられている（坂野ほか，1976；
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